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年齢は 23 歳から 25 歳の学生であった．最初に一連の機
能を使用して 10分程度自由にアプリケーションを使用し
てもらった後，タスクとして二つの観光ルートの作成を
行ってもらった．タスク Aは札幌観光のルートを作成す
るというもので，ルート中に時計台を必ず経由するとい
う設定を課した．タスク Bは京都観光のルートを作成す
るというもので，観光の目的が寺を巡ることという設定
を課した．どちらも目安として 3〜4時間程度のルートを
作成してもらった．実験中の様子はビデオで記録すると
共に，実験後にアンケートを実施した．実験の目的とし
ては，アプリケーション全体のユーザビリティ調査であ
った．また，作成するルートの設定の違いによってアプ
リケーションから推薦されるルートに対する依存度が異
なるかについても調べることも目的とした．
6.結果と考察
　実験の結果，タスクの達成時間は平均 13分 17秒であ
った．撮影したビデオを観察しディスプレイに触れた回
数とその内訳を解析した結果，総タッチ数のうち 11%が
ミスタッチとなっていた．特にマーカの選択でのミスタ
ッチの割合が大きく，タッチディスプレイにおける操作
対象のサイズに関して再検討する必要性があるといえる．
　実験後のアンケートを見ると，フィルタによる検索は
直感的だったかという質問に対し，6名中 4名が直感的
だったと回答していた．当初想定していた利点を生かす
ことができたといえるが，一方で検索のたびに腕を動か
す必要があるため腕の疲労を訴える被験者も存在した．
そのため，操作回数を減らす工夫や，フィルタによる検
索以外の検索インタフェースについても検討し比較する
必要があるといえる．また，モバイル端末と比較して使
いやすいかという質問に対し 6名全員が使いやすかった
と回答しており画面領域の拡大による操作性の向上，情
報量の増加を実現できたといえる．一方，ルート情報の
再利用に関しては，お薦めのルートはルート作成の役に
立ったかという質問に対し，タスク A，B共に 2名が役
に立ったとの回答があり，主にルート計画における参考
情報としてだった．再利用する情報としてルート情報だ
けでなく，より需要度の高い情報を模索する必要性があ
ると考えられる．また，今回のタスク設定の違いによる
お薦めのルートに対する需要の変化に関しては有意な差
は見られなかった．
7.結論及び将来課題
　本研究では，公共ディスプレイでの利用を想定した地
図検索アプリケーションを開発し評価した．外出先での
検索手段としてモバイル端末の代替として公共ディスプ
レイを利用することを提案し，情報量の大きい地図検索
において操作性の向上に貢献しうることがわかった．し
かし，アプリケーションの画面構成や検索インタフェー
ス，再利用するコンテンツの内容に関するさらなる検討
が将来課題として考えられる．
